
育英短期大学学則 

目次 

 ※昨年度同様 

    第１章 総 則 

 （目 的） 

第１条 育英短期大学（以下｢本学｣という。）は，教育基本法、学校教育法及び児童福祉

法に則り、高等学校教育の基礎の上に、高い教養と専門的な知識技能を修得させ、健全

有為な専門的職業人を育成することを目的とする。 

２ 本学の設置する各学科における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的

は、次のとおりとする。 

 ［保育学科］ 

   保育学科は、子どもたちの健全な心身の発達を支援するために必要な専門知識と実

践力を兼ね備えた人間性豊かな専門的職業人の養成に資する教育研究を行う。 

 ［現代コミュニケーション学科］ 

     現代コミュニケーション学科は、グローバルでローカルな視野とコミュニケーショ

ン能力を備え、実社会の多様な分野で活躍できる人材の養成に資する教育研究を行

う。 

３ 本学を群馬県高崎市京目町 1656 番地１に置く。 

 （自己点検評価） 

第２条 本学は、教育研究水準の向上を図り、目的及び社会的使命を達成するため、教育
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附 則

➨ １ ❶ ⥲ 則

（┠ⓗཬࡧ౑࿨）

第１条 育英短期大学（௨ୗ㺀本学㺁と࠺࠸。）は㸪ᩍ育ᇶ本ἲ、学ᰯᩍ育ἲཬࡧඣ❺⚟♴ἲ

に則ࡾ、㧗➼学ᰯᩍ育のᇶ♏の࠼࠺に、㧗࠸ᩍ㣴とᑓ㛛ⓗ࡞▱㆑ᢏ⬟を⩦ᚓࡏࡉ、೺඲᭷

Ⅽ࡞ᑓ㛛ⓗ⫋業ேを育成することを┠ⓗとする。

㸰 本学のタ⨨するྛ学⛉にࡅ࠾るேᮦの㣴成に関する┠ⓗࡑの௚のᩍ育◊✲ୖの┠ⓗは、

ḟのとࡾ࠾とする。

[保育学⛉]

保育学⛉は、Ꮚࡶ࡝たࡕの೺඲࡞ᚰ㌟のⓎ㐩をᨭ᥼するためにᚲせ࡞ᑓ㛛▱㆑とᐇ㊶ຊ

をවࡡഛ࠼たே㛫ᛶ㇏か࡞ᑓ㛛ⓗ⫋業ேの㣴成に㈨するᩍ育◊✲を行࠺。

[⌧௦コミュニケーション学⛉]

⌧௦コミュニケーション学⛉は、ࣟࢢー࡛ࣟࣝࣂー࢝ࣝ࡞ど㔝とコミュニ ケーション

⬟ຊをഛ࠼、ᐇ♫఍のከ様࡞ศ㔝࡛ά㌍࡛ࡁるேᮦの㣴成に㈨するᩍ育◊✲を行࠺。

３ 本学は、ᰯ⯋を⩌㤿┴㧗ᓮᕷி┠⏫１㸴㸳㸴␒ᆅ１に⨨ࡃ。

（⮬ᕫⅬ᳨ホ౯）

第㸰条 本学は、ᩍ育Ỉ‽のྥୖをᅗࡾ、┠ⓗཬࡧ♫఍ⓗ౑࿨を㐩成するため、ᩍ育◊✲

ධ学᳨定ᩱ、ධ学㔠、授業ᩱཬࡑࡧの௚の㈝用（第
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研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表する。 

２ 前項の点検及び評価を行うにあたっての項目の設定、実施体制については、別に定め

る。 

 （教育内容等の改善） 

第３条 本学は、授業内容及び方法の改善を図るため、研修及び研究を実施する。 

   第２章 学科、学生定員及び修業年限 

 （学科及び学生定員） 

第４条 本学において設置する学科及び学生定員は、次のとおりとする。 

       定 員 

  学 科   入学定員  収容定員     備    考 

 保 育 学 科     240 名     480 名

 保育学科にあっては、児童福

祉法施行規則等により、学級

数の定めが必要とされる演

習・実習・実技科目について

は、これを５とする。ただし、

学年毎の実員状況に応じ、こ

れによらない場合がある。 

 現代ｺﾐﾆｭｹｰｼｮﾝ学科     100 名    200 名

     計     340 名    680 名

 （修業年限及び在学期間） 

第５条 本学の修業年限は、２年とする。  

２ 在学期間は、４年を超えることができない。ただし、第 32 条及び第 33 条により入学

した者の在学期間は、入学後の在学すべき年数の２倍の年数を超えることができない。 

 （入学前に一定の単位を修得した者の修業年限の通算） 

第６条 本学の学生以外の者が、第 49 条に規定する科目等履修生として本学において一定

の単位（学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号。以下「法」という。）第 90 条の規定によ

り入学資格を有した後、修得したものに限る。）を修得した後に入学する場合において、

当該単位の修得により本学の教育課程の一部を履修したと認められるときは、第 17 条の

規定により入学後に修得したとみなすことのできる当該単位数その他の事項を勘案し

て、学長が認める期間を修業年限に通算することができる。ただし、その期間は、前条

に規定する修業年限の２分の１を超えてはならない。 

   第３章 学年、学期及び休業日 

 （学 年） 

第７条 学年は、毎年４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

 （学 期） 
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Ⅽ࡞ᑓ㛛ⓗ⫋業ேを育成することを┠ⓗとする。

㸰 本学のタ⨨するྛ学⛉にࡅ࠾るேᮦの㣴成に関する┠ⓗࡑの௚のᩍ育◊✲ୖの┠ⓗは、
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[保育学⛉]

保育学⛉は、Ꮚࡶ࡝たࡕの೺඲࡞ᚰ㌟のⓎ㐩をᨭ᥼するためにᚲせ࡞ᑓ㛛▱㆑とᐇ㊶ຊ

をවࡡഛ࠼たே㛫ᛶ㇏か࡞ᑓ㛛ⓗ⫋業ேの㣴成に㈨するᩍ育◊✲を行࠺。

[⌧௦コミュニケーション学⛉]

⌧௦コミュニケーション学⛉は、ࣟࢢー࡛ࣟࣝࣂー࢝ࣝ࡞ど㔝とコミュニ ケーション

⬟ຊをഛ࠼、ᐇ♫఍のከ様࡞ศ㔝࡛ά㌍࡛ࡁるேᮦの㣴成に㈨するᩍ育◊✲を行࠺。

３ 本学は、ᰯ⯋を⩌㤿┴㧗ᓮᕷி┠⏫１㸴㸳㸴␒ᆅ１に⨨ࡃ。

（⮬ᕫⅬ᳨ホ౯）

第㸰条 本学は、ᩍ育Ỉ‽のྥୖをᅗࡾ、┠ⓗཬࡧ♫఍ⓗ౑࿨を㐩成するため、ᩍ育◊✲

ධ学᳨定ᩱ、ධ学㔠、授業ᩱཬࡑࡧの௚の㈝用（第
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第８条 学年を分けて、次の２学期とする。 

   前期 ４月１日から９月 30 日まで 

   後期 10 月１日から翌年３月 31 日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、学長が必要と認めたときは、前期及び後期の期間を変更す

ることができる。 

 （休業日） 

第９条 休業日は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 (１) 日曜日及び土曜日 

 (２) 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日 

 (３) 群馬県民の日 

 (４) 春季休業 

 (５) 夏季休業 

 (６) 冬季休業 

２ 前項第４号から第６号までの休業日の期間は、学長が定める。 

３ 第１項の規定にかかわらず、学長が必要と認めたときは、休業日を変更し、又は臨時

に休業日を定めることができる。 

 （授業期間） 

第 10 条 １年間の授業期間は、試験行事等の期間を含め、35 週にわたることを原則とす

る。 

   第４章 教育課程及び単位 

 （開設授業科目及び単位数） 

第 11 条 本学において開設する授業科目は、基礎科目、専門教育科目、自由科目、教職科

目に区分する。 

２ 開設する授業科目の科目名、授業形態、単位数は、別表第１及び第２の定めるところ

による。 

   第５章  履修の方法、学習の評価、課程修了の認定及び卒業 

 （履修の方法） 

第 12 条 本学において開設する授業科目は、これを必修及び選択科目とし、履修の方法に

ついては、本学則に定めるもののほか育英短期大学履修規則(以下「履修規則」という。)

の定めるところによる。 

 （科目の登録） 

第 13 条 学生は、毎学期の当初に当該学期において履修すべき授業科目を登録しなければ

ならない。 

２ 学生は、前項により登録した授業科目以外の授業科目を履修することはできない。 

３ 第１項において登録できる単位数は、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修

できる範囲とする。  

第８条 学年を分けて、次の２学期とする。 

   前期 ４月１日から９月 30 日まで 

   後期 10 月１日から翌年３月 31 日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、学長が必要と認めたときは、前期及び後期の期間を変更す

ることができる。 

 （休業日） 

第９条 休業日は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 (１) 日曜日及び土曜日 

 (２) 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日 

 (３) 群馬県民の日 

 (４) 春季休業 

 (５) 夏季休業 

 (６) 冬季休業 

２ 前項第４号から第６号までの休業日の期間は、学長が定める。 

３ 第１項の規定にかかわらず、学長が必要と認めたときは、休業日を変更し、又は臨時

に休業日を定めることができる。 

 （授業期間） 

第 10 条 １年間の授業期間は、試験行事等の期間を含め、35 週にわたることを原則とす

る。 

   第４章 教育課程及び単位 

 （開設授業科目及び単位数） 

第 11 条 本学において開設する授業科目は、基礎科目、専門教育科目、自由科目、教職科

目に区分する。 

２ 開設する授業科目の科目名、授業形態、単位数は、別表第１及び第２の定めるところ

による。 

   第５章  履修の方法、学習の評価、課程修了の認定及び卒業 

 （履修の方法） 

第 12 条 本学において開設する授業科目は、これを必修及び選択科目とし、履修の方法に

ついては、本学則に定めるもののほか育英短期大学履修規則(以下「履修規則」という。)

の定めるところによる。 

 （科目の登録） 

第 13 条 学生は、毎学期の当初に当該学期において履修すべき授業科目を登録しなければ

ならない。 

２ 学生は、前項により登録した授業科目以外の授業科目を履修することはできない。 

３ 第１項において登録できる単位数は、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修

できる範囲とする。  

༢位ࡧᩍ育課程ཬࠉ❶第４ࠉࠉࠉ

（➼༢位ᩘࡧ授業᪉ἲ、㛤タ授業⛉┠ཬ）ࠉ

第��� 条ࠉ授業の᪉ἲは、ㅮ⩏、₇⩦、ᐇ㦂、ᐇ⩦ⱝしࡃはᐇᢏのࢀࡎ࠸かにࡾࡼ又はこ

。のとするࡶ࠺らをే用して行ࢀ

㸰���㛤タする授業⛉┠は、ᇶ♏⛉┠、ᑓ㛛ᩍ育⛉┠、⮬⏤⛉┠、ᩍ⫋⛉┠に༊ศし、別⾲

第１ཬࡧ第㸰の定めるとこࢁにࡼる。

を㧗ᗘに฼用࢔࢕ࢹ࣓࡞第１㡯の授業を、ከ様、ࡾࡼにࢁ定めるとこࡀ⮧㒊⛉学大ᩥࠉ�３

して、ᙜヱ授業を行࠺ᩍᐊ➼௨እのሙ所࡛ᒚ修ࡏࡉることࡁ࡛ࡀる。

࡞ከ様、ࡾࡼる。๓㡯の規定にࡁ࡛ࡀることࡏࡉてᒚ修࠸࠾第１㡯の授業を、እᅜにࠉ�４

࠸ࡘるሙྜにࡏࡉᩍᐊ➼௨እのሙ所࡛ᒚ修࠺を㧗ᗘに฼用して、ᙜヱ授業を行࢔࢕ࢹ࣓

てࡶ、同様とする。

㸳ᩥࠉ�㒊⛉学大⮧ࡀ定めるとこࢁにࡾࡼ、第１㡯の授業の୍㒊を、本学の施タ௨እのሙ所

࡛行࠺ことࡁ࡛ࡀる。
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（単位修得の認定）

第 14 条 授業科目を履修した者には、認定の上、所定の単位を与える。

２ 授業科目の単位の修得の認定は、試験、レポート、その他の方法により行うものとし、

その方法については、各授業科目の担当者が定める。

（他の学科における授業科目の履修等）  

第 15 条 教育上有益と認めるときは、学生が他の学科において開設する授業科目を履修し、

又は聴講することができる。

２ 前項に規定する授業科目の履修及び単位の修得等に関し必要な事項は、履修規則の定

めるところによる。

（他の短期大学等における修得単位の認定）  

第 16 条 教育上有益と認めるときは、学生が他の短期大学又は大学(以下「他の短期大学

等」という。)において履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科

目の履修により修得したものとみなすことができる。

２ 前項の規定は、学生が外国の短期大学又は大学に留学する場合に準用する。

３ 教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における

学修その他文部科学大臣が別に定める学修(以下「大学以外の教育施設の学修」という。)

を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

４ 前３項の規定による単位数は、合わせて 30 単位を超えないものとする。

（入学前の既修得単位等の認定）  

第 17 条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に本学、他の短期大学等及

び大学以外の教育施設の学修において履修した授業科目について修得した単位(短期大

学設置基準に定める科目等履修生として修得した単位を含む。)を、本学に入学した後の

本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。  

２ 前項の規定により修得したものとみなすことのできる単位数は、転入学等の場合を除

き、本学において修得した単位以外のものについては、前条の単位数と合わせて 30 単位

を超えないものとする。ただし、前条第２項の規定により本学において修得したとみな

す単位数と合わせるときは、45 単位を超えないものとする。

（長期にわたる履修）

第 18 条 学生が職業を有している等の事情により、修業年限を超えて一定の期間にわたり

計画的に教育課程を履修し、卒業することを希望する旨を申し出たときは、その計画的

な履修を認めることができる。

２ 前項による修業年限及び履修方法については、履修規則の定めるところによる。

（試験の時期）

第 19 条 試験の時期は、原則として各学期末とする。ただし、各授業科目の担当者が必要

と認めたときは、臨時に行うことができる。

（試験の受験資格）

第 20 条 当該授業科目の履修について、当該学期に登録をしていない者又は出席状況が良

好でない者は、試験を受けることはできない。

（追試験及び再試験）

第 21 条 病気等やむを得ない事情により試験を受験できなかったと教授会が認めた者は、

第８条 学年を分けて、次の２学期とする。 

   前期 ４月１日から９月 30 日まで 

   後期 10 月１日から翌年３月 31 日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、学長が必要と認めたときは、前期及び後期の期間を変更す

ることができる。 

 （休業日） 

第９条 休業日は、次の各号に掲げるとおりとする。 

 (１) 日曜日及び土曜日 

 (２) 国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規定する休日 

 (３) 群馬県民の日 

 (４) 春季休業 

 (５) 夏季休業 

 (６) 冬季休業 

２ 前項第４号から第６号までの休業日の期間は、学長が定める。 

３ 第１項の規定にかかわらず、学長が必要と認めたときは、休業日を変更し、又は臨時

に休業日を定めることができる。 

 （授業期間） 

第 10 条 １年間の授業期間は、試験行事等の期間を含め、35 週にわたることを原則とす

る。 

   第４章 教育課程及び単位 

 （開設授業科目及び単位数） 

第 11 条 本学において開設する授業科目は、基礎科目、専門教育科目、自由科目、教職科

目に区分する。 

２ 開設する授業科目の科目名、授業形態、単位数は、別表第１及び第２の定めるところ

による。 

   第５章  履修の方法、学習の評価、課程修了の認定及び卒業 

 （履修の方法） 

第 12 条 本学において開設する授業科目は、これを必修及び選択科目とし、履修の方法に

ついては、本学則に定めるもののほか育英短期大学履修規則(以下「履修規則」という。)

の定めるところによる。 

 （科目の登録） 

第 13 条 学生は、毎学期の当初に当該学期において履修すべき授業科目を登録しなければ

ならない。 

２ 学生は、前項により登録した授業科目以外の授業科目を履修することはできない。 

３ 第１項において登録できる単位数は、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修

できる範囲とする。  
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追試験を受けることができる。

２ 定期試験にਇ合格の科目について、当該科目の担当教ຬが再試験をታ施する場合に限

り、当該学生は再試験を受けることができる。

（認 定）

第 22 条 第 14 条第２項に規定する試験等のᚑ❣の⹏ଔは、㧿（90 ὐ㨪100 ὐ）、㧭（80

ὐ㨪89 ὐ）、㧮（70 ὐ㨪79 ὐ）、㧯（60 ὐ㨪69 ὐ）、㧰（59 ὐ以下）の㧡Ბ㓏とし、

㧿、㧭、㧮及び㧯を合格とし、㧰をਇ合格とする。

（単位の計▚方法）  

第 23 条 各授業科目の単位数は、㧝単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とするౝኈを

もって᭴ᚑすることをᮡ準とし、授業の方法にᔕߓ、当該授業による教育ലᨐ、授業時

間外に必要な学修等を⠨ᘦして、ᰴの基準により単位数を計▚する。

(㧝) 講⟵については、15 時間の授業をもって㧝単位とする。  

(２) Ṷ⠌については、15 時間かࠄ 30 時間߹での▸࿐の授業をもって㧝単位とする。

(３) ታ験、ታ⠌及びታᛛについては、30 時間かࠄ 45 時間߹での▸࿐の授業をもって㧝

単位とする。

（４）一つの授業科目について、講⟵、Ṷ⠌、ታ験、ታ⠌又はታᛛを２以上⚵み合わせ行

う場合は、その⚵み合わせにᔕ�5、ߓ 時間かࠄ 45 時間߹での▸࿐の授業をもって㧝

単位とする。

２ 前項の規定にかかわߕࠄ、卒業⎇ⓥ、卒業೙૞等の授業科目については、こࠄࠇの学

修のᚑᨐを⹏ଔして単位を授与することがㆡ当と認めࠇࠄる場合には、こࠄࠇに必要な

学修等を⠨ᘦして、単位数を定めることができる。

（卒業の要ઙ）

第 24 条 本学を卒業するためには、本学に２年以上࿷学し、70 単位以上を修得しなけࠇ

߫なࠄない。

（資格のข得）

第 25 条 本学においてข得することができる఺⸵状及び資格の⒳㘃ਗびにข得方法は、履

修規則の定めるところによる。

（卒業の認定）

第 26 条 本学に２年以上࿷学し、第 24 条に定める単位を修得した者にኻして、教授会の

⼏を⚻て学長が卒業を認定する。

２ 前項の認定は、学年末に行う。ただし、必要にᔕߓて前期末に行うことができる。

（学位授与）

第 27 条 学長は、前条の規定に基ߠき卒業した者に、ᰴの学჻の学位を授与する。

଻ 育 学 科 短期大学჻（଻育学）

⃻ઍࠦࠤ࠾ࡘࡒー࡚ࠪࡦ学科 短期大学჻（ࠦࠤ࠾ࡘࡒー࡚ࠪࡦ学）

２ 学位の授与に関する必要な事項は、別に定める。

追試験を受けることができる。

２ 定期試験にਇ合格の科目について、当該科目の担当教ຬが再試験をታ施する場合に限

り、当該学生は再試験を受けることができる。

（認 定）

第 22 条 第 14 条第２項に規定する試験等のᚑ❣の⹏ଔは、㧿（90 ὐ㨪100 ὐ）、㧭（80

ὐ㨪89 ὐ）、㧮（70 ὐ㨪79 ὐ）、㧯（60 ὐ㨪69 ὐ）、㧰（59 ὐ以下）の㧡Ბ㓏とし、

㧿、㧭、㧮及び㧯を合格とし、㧰をਇ合格とする。

（単位の計▚方法）  

第 23 条 各授業科目の単位数は、㧝単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とするౝኈを

もって᭴ᚑすることをᮡ準とし、授業の方法にᔕߓ、当該授業による教育ലᨐ、授業時

間外に必要な学修等を⠨ᘦして、ᰴの基準により単位数を計▚する。

(㧝) 講⟵については、15 時間の授業をもって㧝単位とする。  

(２) Ṷ⠌については、15 時間かࠄ 30 時間߹での▸࿐の授業をもって㧝単位とする。

(３) ታ験、ታ⠌及びታᛛについては、30 時間かࠄ 45 時間߹での▸࿐の授業をもって㧝

単位とする。

（４）一つの授業科目について、講⟵、Ṷ⠌、ታ験、ታ⠌又はታᛛを２以上⚵み合わせ行

う場合は、その⚵み合わせにᔕ�5、ߓ 時間かࠄ 45 時間߹での▸࿐の授業をもって㧝

単位とする。

２ 前項の規定にかかわߕࠄ、卒業⎇ⓥ、卒業೙૞等の授業科目については、こࠄࠇの学

修のᚑᨐを⹏ଔして単位を授与することがㆡ当と認めࠇࠄる場合には、こࠄࠇに必要な

学修等を⠨ᘦして、単位数を定めることができる。

（卒業の要ઙ）

第 24 条 本学を卒業するためには、本学に２年以上࿷学し、70 単位以上を修得しなけࠇ

߫なࠄない。

（資格のข得）

第 25 条 本学においてข得することができる఺⸵状及び資格の⒳㘃ਗびにข得方法は、履

修規則の定めるところによる。

（卒業の認定）

第 26 条 本学に２年以上࿷学し、第 24 条に定める単位を修得した者にኻして、教授会の

⼏を⚻て学長が卒業を認定する。

２ 前項の認定は、学年末に行う。ただし、必要にᔕߓて前期末に行うことができる。

（学位授与）

第 27 条 学長は、前条の規定に基ߠき卒業した者に、ᰴの学჻の学位を授与する。

଻ 育 学 科 短期大学჻（଻育学）

⃻ઍࠦࠤ࠾ࡘࡒー࡚ࠪࡦ学科 短期大学჻（ࠦࠤ࠾ࡘࡒー࡚ࠪࡦ学）

２ 学位の授与に関する必要な事項は、別に定める。

（単位修得の認定）

第 14 条 授業科目を履修した者には、認定の上、所定の単位を与える。

２ 授業科目の単位の修得の認定は、試験、レポート、その他の方法により行うものとし、

その方法については、各授業科目の担当者が定める。

（他の学科における授業科目の履修等）  

第 15 条 教育上有益と認めるときは、学生が他の学科において開設する授業科目を履修し、

又は聴講することができる。

２ 前項に規定する授業科目の履修及び単位の修得等に関し必要な事項は、履修規則の定

めるところによる。

（他の短期大学等における修得単位の認定）  

第 16 条 教育上有益と認めるときは、学生が他の短期大学又は大学(以下「他の短期大学

等」という。)において履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科

目の履修により修得したものとみなすことができる。

２ 前項の規定は、学生が外国の短期大学又は大学に留学する場合に準用する。

３ 教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における

学修その他文部科学大臣が別に定める学修(以下「大学以外の教育施設の学修」という。)

を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

４ 前３項の規定による単位数は、合わせて 30 単位を超えないものとする。

（入学前の既修得単位等の認定）  

第 17 条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に本学、他の短期大学等及

び大学以外の教育施設の学修において履修した授業科目について修得した単位(短期大

学設置基準に定める科目等履修生として修得した単位を含む。)を、本学に入学した後の

本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。  

２ 前項の規定により修得したものとみなすことのできる単位数は、転入学等の場合を除

き、本学において修得した単位以外のものについては、前条の単位数と合わせて 30 単位

を超えないものとする。ただし、前条第２項の規定により本学において修得したとみな

す単位数と合わせるときは、45 単位を超えないものとする。

（長期にわたる履修）

第 18 条 学生が職業を有している等の事情により、修業年限を超えて一定の期間にわたり

計画的に教育課程を履修し、卒業することを希望する旨を申し出たときは、その計画的

な履修を認めることができる。

２ 前項による修業年限及び履修方法については、履修規則の定めるところによる。

（試験の時期）

第 19 条 試験の時期は、原則として各学期末とする。ただし、各授業科目の担当者が必要

と認めたときは、臨時に行うことができる。

（試験の受験資格）

第 20 条 当該授業科目の履修について、当該学期に登録をしていない者又は出席状況が良

好でない者は、試験を受けることはできない。

（追試験及び再試験）

第 21 条 病気等やむを得ない事情により試験を受験できなかったと教授会が認めた者は、

（௳卒業のせ）ࠉࠉࠉ

���第ࠉࠉ 条ࠉ本学を卒業するためには、本学に㸰年௨ୖᅾ学し、��༢位௨ୖを修ᚓしࢀࡅ࡞

。࠸࡞ら࡞ࡤ

第��条第３㡯に規定する授業の᪉ἲに、ࡕ࠺༢位ᩘの࡞る卒業にᚲせࡼ๓㡯の規定にࠉ�㸰ࠉࠉ

。のとするࡶ࠸࡞࠼修ᚓする༢位ᩘは、��༢位を㉸ࡾࡼ
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   第６章  入学、再入学、転入学、退 学、転学及び休学等 

 （入学時期） 

第 28 条 入学の時期は、学年の始 めとする。ただし、学年の途 中 においても、学期の区分

に従 い入学さ せることがあ る。 

 （入学資格） 

第 29 条 本学に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当するものでなければならな

い。 

 (１) 高等学校若 しく は中 等教育学校を卒業した者 

 (２) 通 常 の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通 常 の課程以外の課程によりこれ

に相 当する学校教育を修了した者を含む。） 

 (３) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指 定したもの 

 (４) 文部科学大臣が高等学校の課程と同 等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者   

 (５) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であ ることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満 たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指 定するものを文部科学大臣が

定める日以後に修了した者   

 (６) 文部科学大臣の指 定した者 

 (７) 高等学校卒業程度 認定試験規則（平 成 17 年文部科学省 令 第１号）による高等学校卒

業程度 認定試験に合格した者（旧 規程による大学入学資格検 定に合格した者を含む。） 

 (８) 本学において、個 別の入学資格審 査 により、高等学校を卒業した者と同 等以上の学

力 があ ると認めた者で、18 歳 に達 したもの 

 （入学の出願 ） 

第 30 条 本学に入学を志 願 する者は、所定の出願 書 類に入学検 定料 を添 えて提 出しなけれ

ばならない。 

 （入学者の選考及び入学手 続 き） 

第 31 条 入学志 願 者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

２ 選考の結 果、合格通 知 をうけた者は、指 定の期間内に入学金 を納 入するとともに、本

学の指 定する書 類を提 出しなければならない。 

 （再入学） 

第 32 条 第 36 条又は第 42 条の規定に基づき、本学を退 学し、又は除籍 となった者が、退

学又は除籍 後２年以内に同 一学科に再入学を希望するときは、選考の上、入学を許可 す

ることができる。 

 （転入学） 

第 33 条 本学に転入学を希望する者があ るときは、欠 員があ る場合に限り、選考の上、相

当する学年に入学を許可 することができる。 

２ 転入学を希望する者は、願 書 に現に在籍 する大学の学長の転学承 認書 及び単位取得証

明 書 を添 えて出願 しなければならない。 

 （入学許可 ） 

追試験を受けることができる。

２ 定期試験にਇ合格の科目について、当該科目の担当教ຬが再試験をታ施する場合に限

り、当該学生は再試験を受けることができる。

（認 定）

第 22 条 第 14 条第２項に規定する試験等のᚑ❣の⹏ଔは、㧿（90 ὐ㨪100 ὐ）、㧭（80

ὐ㨪89 ὐ）、㧮（70 ὐ㨪79 ὐ）、㧯（60 ὐ㨪69 ὐ）、㧰（59 ὐ以下）の㧡Ბ㓏とし、

㧿、㧭、㧮及び㧯を合格とし、㧰をਇ合格とする。

（単位の計▚方法）  

第 23 条 各授業科目の単位数は、㧝単位の授業科目を 45 時間の学修を必要とするౝኈを

もって᭴ᚑすることをᮡ準とし、授業の方法にᔕߓ、当該授業による教育ലᨐ、授業時

間外に必要な学修等を⠨ᘦして、ᰴの基準により単位数を計▚する。

(㧝) 講⟵については、15 時間の授業をもって㧝単位とする。  

(２) Ṷ⠌については、15 時間かࠄ 30 時間߹での▸࿐の授業をもって㧝単位とする。

(３) ታ験、ታ⠌及びታᛛについては、30 時間かࠄ 45 時間߹での▸࿐の授業をもって㧝

単位とする。

（４）一つの授業科目について、講⟵、Ṷ⠌、ታ験、ታ⠌又はታᛛを２以上⚵み合わせ行

う場合は、その⚵み合わせにᔕ�5、ߓ 時間かࠄ 45 時間߹での▸࿐の授業をもって㧝

単位とする。

２ 前項の規定にかかわߕࠄ、卒業⎇ⓥ、卒業೙૞等の授業科目については、こࠄࠇの学

修のᚑᨐを⹏ଔして単位を授与することがㆡ当と認めࠇࠄる場合には、こࠄࠇに必要な

学修等を⠨ᘦして、単位数を定めることができる。

（卒業の要ઙ）

第 24 条 本学を卒業するためには、本学に２年以上࿷学し、70 単位以上を修得しなけࠇ

߫なࠄない。

（資格のข得）

第 25 条 本学においてข得することができる఺⸵状及び資格の⒳㘃ਗびにข得方法は、履

修規則の定めるところによる。

（卒業の認定）

第 26 条 本学に２年以上࿷学し、第 24 条に定める単位を修得した者にኻして、教授会の

⼏を⚻て学長が卒業を認定する。

２ 前項の認定は、学年末に行う。ただし、必要にᔕߓて前期末に行うことができる。

（学位授与）

第 27 条 学長は、前条の規定に基ߠき卒業した者に、ᰴの学჻の学位を授与する。

଻ 育 学 科 短期大学჻（଻育学）

⃻ઍࠦࠤ࠾ࡘࡒー࡚ࠪࡦ学科 短期大学჻（ࠦࠤ࠾ࡘࡒー࡚ࠪࡦ学）

２ 学位の授与に関する必要な事項は、別に定める。
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第 34 条 学長は、入学手 続 きを᏶ 了した者に入学を許可 する。 

 （ಖ証 ே ） 

第 3� 条 入学を許可 さ れた者は、ಖㆤ 者をಖ証 ே とし、本学の指 定する期間内にᒆ け出な

ければならない。 

２ ಖ証 ே は、学⏕の在学中 の一ษの஦㡯について、㈐ ௵ を㈇ うものとする。 

３ 学⏕は、ಖ証 ே がኚ᭦になったとき、又は転ᒃ したときは、┤ ࡕ にᒆ け出なければな

らない。 

 （退  学） 

第 36 条 退 学を希望する者は、その஦⏤をヲ ⣽ にグ し、学長に願 い出て許可 を得なければ

ならない。 

 （転 学） 

第 37 条 他の大学等࡬ の転学を希望する者は、学長に願 い出て許可 を得なければならな

い。 

 （転学科） 

第 38 条 転学科を希望する者は、学長に願 い出て許可 を得なければならない。 

 （休 学） 

第 39 条 ⑌ ⑓その他ࡸむを得ない⌮ ⏤によりᘬ き続 き３か᭶以上修学することがᅔ 㞴 な

者は、学長の許可 を得て休学することができる。 

２ ⑌ ⑓のため修学することが㐺当でないと認められる者にᑐしては、学長は、休学を࿨

ずることができる。 

３ 第１㡯の休学のうࡕ 、⑌ ⑓による場合は、་ ᖌ のデ ᩿ 書 を添 ௜ しなければならない。 

 （休学期間） 

第 40 条 休学の期間は、当該年度 を㉸えることができない。ただし、≉ 別な஦⏤があ ると

きは学長の許可 を得て、ᘬ 続 き休学することができる。 

２ 休学の期間は、通 ⟬して修業年限を㉸えることができない。 

３ 休学の期間は、在学期間に⟬入しない。 

 （᚟  学） 

第 41 条 休学期間の満 了により᚟ 学するときは、学長に᚟ 学のᒆ 出をしなければならな

い。 

２ 休学期間の満 了๓であ っても、その஦⏤がᾘ ⁛ したときは、学長の許可 を得て᚟ 学す

ることができる。  

 （除 籍 ） 

第 42 条 学⏕が次の各号のいずれかに該当するときは、教ᤵ఍の㆟を⤒て、学長が除籍 す

る。 

 (１) 第５条第２㡯に規定する在学期間を㉸えたとき。 

 (２) Ṛ ஸ 又は長期にࢃたり行᪉୙明 のとき。 

 (３) 第 40 条第２㡯に規定する休学期間を㉸えてなお修学することができないとき。 

 (４) 成業のぢ ㎸  。がないと認められたときࡳ

 (５) ᤵ業料 の納 入をᛰ り、╩ ಁ してもなお納 入しないとき。 

   第６章  入学、再入学、転入学、退 学、転学及び休学等 

 （入学時期） 

第 28 条 入学の時期は、学年の始 めとする。ただし、学年の途 中 においても、学期の区分

に従 い入学さ せることがあ る。 

 （入学資格） 

第 29 条 本学に入学できる者は、次の各号のいずれかに該当するものでなければならな

い。 

 (１) 高等学校若 しく は中 等教育学校を卒業した者 

 (２) 通 常 の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通 常 の課程以外の課程によりこれ

に相 当する学校教育を修了した者を含む。） 

 (３) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指 定したもの 

 (４) 文部科学大臣が高等学校の課程と同 等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者   

 (５) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であ ることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満 たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指 定するものを文部科学大臣が

定める日以後に修了した者   

 (６) 文部科学大臣の指 定した者 

 (７) 高等学校卒業程度 認定試験規則（平 成 17 年文部科学省 令 第１号）による高等学校卒

業程度 認定試験に合格した者（旧 規程による大学入学資格検 定に合格した者を含む。） 

 (８) 本学において、個 別の入学資格審 査 により、高等学校を卒業した者と同 等以上の学

力 があ ると認めた者で、18 歳 に達 したもの 

 （入学の出願 ） 

第 30 条 本学に入学を志 願 する者は、所定の出願 書 類に入学検 定料 を添 えて提 出しなけれ

ばならない。 

 （入学者の選考及び入学手 続 き） 

第 31 条 入学志 願 者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

２ 選考の結 果、合格通 知 をうけた者は、指 定の期間内に入学金 を納 入するとともに、本

学の指 定する書 類を提 出しなければならない。 

 （再入学） 

第 32 条 第 36 条又は第 42 条の規定に基づき、本学を退 学し、又は除籍 となった者が、退

学又は除籍 後２年以内に同 一学科に再入学を希望するときは、選考の上、入学を許可 す

ることができる。 

 （転入学） 

第 33 条 本学に転入学を希望する者があ るときは、欠 員があ る場合に限り、選考の上、相

当する学年に入学を許可 することができる。 

２ 転入学を希望する者は、願 書 に現に在籍 する大学の学長の転学承 認書 及び単位取得証

明 書 を添 えて出願 しなければならない。 

 （入学許可 ） 

学㈝を㈇ᢸする⪅を保ドேとし、本学のᣦ定する期㛫ෆ

にᒆࡅฟ࡞ࡤࢀࡅ࡞ら࠸࡞。
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   第７章  入学検定料、入学金、授業料及びその他の費用 

 （入学検定料、入学金及び授業料） 

第 43 条 入学検定料、入学金及び授業料の額及び徴収方法は、別に定める。 

 （その他の費用） 

第 44 条 授業料のほか、教育実習、保育実習及びその他教育に必要な費用は、別途、徴収

することができる。 

 （授業料等の納入金の不還付） 

第 45 条 既納の授業料等の納入金は、特別の事情を除いては、還付しない。 

   第８章 職員組織 

 （職 員） 

第 46 条 本学に学長、教授、准教授、講師、助教、事務職員及びその他必要な職員を置く。 

 （職員の職務） 

第 47 条 職員の職務は、次のとおりとする。 

 (１) 学長は、校務を掌り、所属職員を統督する。 

 (２) 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及

び実績を有する者で、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 (３) 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び

実績を有する者で、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 (４) 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

 (５) 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識及び能力を有する者

で、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 (６) 事務職員は、学長の命により大学の事務を処理する。 

   第９章 教 授 会 

 （教授会） 

第 48 条 本学に、教授会を置く。 

２ 教授会に関する必要な事項は、別に定める。 

  第 10 章  科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生等 

 （科目等履修生） 

第 49 条 本学の学生以外の者で、本学において一つ又は複数の授業科目の履修を希望する

者があるときは、授業に支障がない場合に限り、選考の上、科目等履修生として入学を

許可し、単位を与えることができる。 

２ 科目等履修生に関する必要な事項は、別に定める。 

  （特別聴講学生）  

第 34 条 学長は、入学手 続 きを᏶ 了した者に入学を許可 する。 

 （ಖ証 ே ） 

第 3� 条 入学を許可 さ れた者は、ಖㆤ 者をಖ証 ே とし、本学の指 定する期間内にᒆ け出な

ければならない。 

２ ಖ証 ே は、学⏕の在学中 の一ษの஦㡯について、㈐ ௵ を㈇ うものとする。 

３ 学⏕は、ಖ証 ே がኚ᭦になったとき、又は転ᒃ したときは、┤ ࡕ にᒆ け出なければな

らない。 

 （退  学） 

第 36 条 退 学を希望する者は、その஦⏤をヲ ⣽ にグ し、学長に願 い出て許可 を得なければ

ならない。 

 （転 学） 

第 37 条 他の大学等࡬ の転学を希望する者は、学長に願 い出て許可 を得なければならな

い。 

 （転学科） 

第 38 条 転学科を希望する者は、学長に願 い出て許可 を得なければならない。 

 （休 学） 

第 39 条 ⑌ ⑓その他ࡸむを得ない⌮ ⏤によりᘬ き続 き３か᭶以上修学することがᅔ 㞴 な

者は、学長の許可 を得て休学することができる。 

２ ⑌ ⑓のため修学することが㐺当でないと認められる者にᑐしては、学長は、休学を࿨

ずることができる。 

３ 第１㡯の休学のうࡕ 、⑌ ⑓による場合は、་ ᖌ のデ ᩿ 書 を添 ௜ しなければならない。 

 （休学期間） 

第 40 条 休学の期間は、当該年度 を㉸えることができない。ただし、≉ 別な஦⏤があ ると

きは学長の許可 を得て、ᘬ 続 き休学することができる。 

２ 休学の期間は、通 ⟬して修業年限を㉸えることができない。 

３ 休学の期間は、在学期間に⟬入しない。 

 （᚟  学） 

第 41 条 休学期間の満 了により᚟ 学するときは、学長に᚟ 学のᒆ 出をしなければならな

い。 

２ 休学期間の満 了๓であ っても、その஦⏤がᾘ ⁛ したときは、学長の許可 を得て᚟ 学す

ることができる。  

 （除 籍 ） 

第 42 条 学⏕が次の各号のいずれかに該当するときは、教ᤵ఍の㆟を⤒て、学長が除籍 す

る。 

 (１) 第５条第２㡯に規定する在学期間を㉸えたとき。 

 (２) Ṛ ஸ 又は長期にࢃたり行᪉୙明 のとき。 

 (３) 第 40 条第２㡯に規定する休学期間を㉸えてなお修学することができないとき。 

 (４) 成業のぢ ㎸  。がないと認められたときࡳ

 (５) ᤵ業料 の納 入をᛰ り、╩ ಁ してもなお納 入しないとき。 
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第 50 条  他の短期大学等（外国の大学を含む。）の学生で、本学において授業科目の履修

を希望する者があるときは、当該他の短期大学等との協議に基づき、特別聴講学生とし

て入学を許可し、単位を与えることができる。 

２ 特別聴講学生に関する必要な事項は、別に定める。 

 （外国人留学生） 

第 51 条 外国人で、大学の教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を希望する者が

あるときは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生に関する必要な事項は、別に定める。 

 （研修生） 

第 52 条 公共機関又はこれに準ずる団体から、所定の入学資格を有しない外国人に対して

授業科目の履修を委託されたときは、授業に支障がない場合に限り、研修生として入学

を許可することがある。 

２ 研修生に関する必要な事項は、別に定める。 

   第 11 章  特別の課程及び公開講座 

 （特別の課程） 

第 53 条 本学は、本学の学生以外の者を対象とした特別の課程を編成し、これを修了した

者に対して証明書を交付することができる。 

２ 特別の課程に関する必要な事項は、別に定める。 

 （公開講座） 

第 54 条 本学における教育・研究の成果を広く社会に開放し、地域社会の教育文化の向上

に資するため、本学に公開講座を開設することができる。 

２ 公開講座に関する必要な事項は、別に定める。 

   第 12 章  図  書  館 

 （図書館） 

第 55 条 本学に、図書館を置く。 

２ 図書館に関する必要な事項は、別に定める。 

   第 13 章   幼児教育研究所 

 （幼児教育研究所） 

第 56 条 本学に幼児教育研究所を置く。 

２ 幼児教育研究所は、幼児教育に関する学際的・総合的研究を行い、その成果を普及し、

地域社会に貢献することを目的とする。 

３ 幼児教育研究所に関する必要な事項は、別に定める。 

   第７章  入学検定料、入学金、授業料及びその他の費用 

 （入学検定料、入学金及び授業料） 

第 43 条 入学検定料、入学金及び授業料の額及び徴収方法は、別に定める。 

 （その他の費用） 

第 44 条 授業料のほか、教育実習、保育実習及びその他教育に必要な費用は、別途、徴収

することができる。 

 （授業料等の納入金の不還付） 

第 45 条 既納の授業料等の納入金は、特別の事情を除いては、還付しない。 

   第８章 職員組織 

 （職 員） 

第 46 条 本学に学長、教授、准教授、講師、助教、事務職員及びその他必要な職員を置く。 

 （職員の職務） 

第 47 条 職員の職務は、次のとおりとする。 

 (１) 学長は、校務を掌り、所属職員を統督する。 

 (２) 教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及

び実績を有する者で、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 (３) 准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び

実績を有する者で、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 (４) 講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

 (５) 助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識及び能力を有する者

で、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

 (６) 事務職員は、学長の命により大学の事務を処理する。 

   第９章 教 授 会 

 （教授会） 

第 48 条 本学に、教授会を置く。 

２ 教授会に関する必要な事項は、別に定める。 

  第 10 章  科目等履修生、特別聴講学生及び外国人留学生等 

 （科目等履修生） 

第 49 条 本学の学生以外の者で、本学において一つ又は複数の授業科目の履修を希望する

者があるときは、授業に支障がない場合に限り、選考の上、科目等履修生として入学を

許可し、単位を与えることができる。 

２ 科目等履修生に関する必要な事項は、別に定める。 

  （特別聴講学生）  

－66－



   第 14 章  ཌ 生᪋ 設 

 （ཌ 生᪋ 設） 

第 5� 条 本学に、ཌ 生᪋ 設を置く。 

２ ཌ 生᪋ 設に関する必要な事項は、別に定める。 

   第 15 章  ㈹  ⨩  

 （⾲  ᙲ ） 

第 5� 条 学生が学業、文化・ࢫ ࣏ ࣮ ࢶ 及びその他のά ື においてඃれた成⦼をあࡆ 、他の

ᶍ ⠊ となる場合には、教授会の議を⤒ て、学㛗がこれを⾲ ᙲ することがある。 

２ ⾲ ᙲ に関する必要な事項は、別に定める。 

 （ᠬ  ᡄ ） 

第 5� 条 学㛗は、学๎ その他のつ ᚊ に㐪 ཯ し、又は本学の学生としての本ศに཯ する行Ⅽ

をした者には、教授会の議を⤒ て、ᠬ ᡄ する。 

２ ๓ 項のᠬ ᡄ は、カ ᡄ 、೵ 学又は㏥ 学のฎศとする。 

３ ๓ 項の㏥ 学は、ḟのྛ ྕ のいずれかに該当する学生に対して行࠺ 。 

 �㸯� ᛶ 行୙Ⰻ でᨵ ၿ のぢ ㎸ ࡳ がないとㄆ められる者 

 �２� ṇ 当な⌮⏤ がなく、ฟ ᖍ がᖖ でない者 

 �３� その他、学ෆ の⛛ ᗎ を஘ し、本学の体㠃 をയ け、学生としての本ศにⴭࡘ しく཯ し

た者 

   第 16 章  㞧  ๎  

 （学๎ のᨵ ᗫ ） 

第 60 条 この学๎ のᨵ ᗫ は、教授会の議を⤒ て⌮事会が行࠺ 。 

   㝃  ๎  

 この学๎ は、᫛ ࿴ 52 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、᫛ ࿴ 55 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、᫛ ࿴ 5� ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、᫛ ࿴ 61 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、᫛ ࿴ 62 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成ඖ ᖺ ２᭶ 10 ᪥ にᨵ ṇ し、᪋ 行する。たࡔ し、授業ᩱ及び᪋

第 50 条  他の短期大学等（外国の大学を含む。）の学生で、本学において授業科目の履修

を希望する者があるときは、当該他の短期大学等との協議に基づき、特別聴講学生とし

て入学を許可し、単位を与えることができる。 

２ 特別聴講学生に関する必要な事項は、別に定める。 

 （外国人留学生） 

第 51 条 外国人で、大学の教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を希望する者が

あるときは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することがある。 

２ 外国人留学生に関する必要な事項は、別に定める。 

 （研修生） 

第 52 条 公共機関又はこれに準ずる団体から、所定の入学資格を有しない外国人に対して

授業科目の履修を委託されたときは、授業に支障がない場合に限り、研修生として入学

を許可することがある。 

２ 研修生に関する必要な事項は、別に定める。 

   第 11 章  特別の課程及び公開講座 

 （特別の課程） 

第 53 条 本学は、本学の学生以外の者を対象とした特別の課程を編成し、これを修了した

者に対して証明書を交付することができる。 

２ 特別の課程に関する必要な事項は、別に定める。 

 （公開講座） 

第 54 条 本学における教育・研究の成果を広く社会に開放し、地域社会の教育文化の向上

に資するため、本学に公開講座を開設することができる。 

２ 公開講座に関する必要な事項は、別に定める。 

   第 12 章  図  書  館 

 （図書館） 

第 55 条 本学に、図書館を置く。 

２ 図書館に関する必要な事項は、別に定める。 

   第 13 章   幼児教育研究所 

 （幼児教育研究所） 

第 56 条 本学に幼児教育研究所を置く。 

２ 幼児教育研究所は、幼児教育に関する学際的・総合的研究を行い、その成果を普及し、

地域社会に貢献することを目的とする。 

３ 幼児教育研究所に関する必要な事項は、別に定める。 

（ᩍ育◊✲所）

本学にᩍ育◊✲所を⨨ࡃ。

ᩍ育◊✲所に関するᚲせ࡞஦㡬は、別に定める。

の成ᯝをࡑ、࠸保育に関する学㝿ⓗ࣭⥲ྜⓗ◊✲を行ࡧᩍ育◊✲所は、学ᰯᩍ育ཬࠉ

ᬑཬし、ᆅᇦ♫఍に㈉⊩することを┠ⓗとする。

第 �� ᩍ育◊✲所ࠉࠉ❶
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設⥔ ᣢ ㈝にࡘいては、ᖹ 成ඖ ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行し、入学㔠にࡘいては、ᖹ 成ඖ ᖺ ᗘ （ᖹ

成ඖ ᖺ 㸲᭶ ）入学者から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成ඖ ᖺ 10 ᭶ 24 ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成２ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成２ᖺ 㸯᭶ 24 ᪥ にᨵ ṇ し、᪋ 行する。たࡔ し、第㸶条につ 定

する別⾲ 第２の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成２ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成２ᖺ 11 ᭶ 22 ᪥ にᨵ ṇ し、᪋ 行する。たࡔ し、入学ᩱ、授

業ᩱ及び教育᣺ ⯆ ㈝にࡘいては、ᖹ 成３ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行し、入学ᩱにࡘいては、ᖹ 成

３ᖺ ᗘ （ᖹ 成３ᖺ 㸲᭶ ）入学者から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

㸯 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成３ᖺ 10 ᭶ 14 ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成㸲ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行す

る。 

２ 第２条につ 定する学生定ဨは、ᖹ 成 12 ᖺ ᗘ ࡲ での㛫 はḟのとおりとする。 

    ᖺ ᗘ 定ဨ

学科 

ᖹ 成㸲ᖺ ᗘ  ᖹ 成 12 ᖺ ᗘ  

入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ

ಖ 育 学 科  100 ྡ  200 ྡ  100 ྡ  200 ྡ  100 ྡ  200 ྡ

ⱥ ㄒ 科  200 ྡ  300 ྡ  200 ྡ  400 ྡ  100 ྡ  300 ྡ

ィ   300 ྡ  500 ྡ  300 ྡ  600 ྡ  200 ྡ  500 ྡ

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成３ᖺ 11 ᭶ 1� ᪥ にᨵ ṇ し、᪋ 行する。たࡔ し、別⾲ 第㸯୰

ᚋ 期⣡入期᪥ にࡘいては、ᖹ 成３ᖺ 㸷᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝し、授業ᩱにࡘいては、ᖹ 成㸲ᖺ 㸲

᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成㸴ᖺ ２᭶ ２᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成㸴ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成㸵ᖺ ２᭶ 22 ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成㸵ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成㸷ᖺ ３᭶ 11 ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成㸷ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 11 ᖺ ３᭶ 2� ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成 11 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

㸯 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 12 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

２ 第３条につ 定する学生定ဨは、ᖹ 成 12 ᖺ ᗘ からᖹ 成 1� ᖺ ᗘ ࡲ での㛫 は、ḟのとおり

とする。 

   第 14 章  ཌ 生᪋ 設 

 （ཌ 生᪋ 設） 

第 5� 条 本学に、ཌ 生᪋ 設を置く。 

２ ཌ 生᪋ 設に関する必要な事項は、別に定める。 

   第 15 章  ㈹  ⨩  

 （⾲  ᙲ ） 

第 5� 条 学生が学業、文化・ࢫ ࣏ ࣮ ࢶ 及びその他のά ື においてඃれた成⦼をあࡆ 、他の

ᶍ ⠊ となる場合には、教授会の議を⤒ て、学㛗がこれを⾲ ᙲ することがある。 

２ ⾲ ᙲ に関する必要な事項は、別に定める。 

 （ᠬ  ᡄ ） 

第 5� 条 学㛗は、学๎ その他のつ ᚊ に㐪 ཯ し、又は本学の学生としての本ศに཯ する行Ⅽ

をした者には、教授会の議を⤒ て、ᠬ ᡄ する。 

２ ๓ 項のᠬ ᡄ は、カ ᡄ 、೵ 学又は㏥ 学のฎศとする。 

３ ๓ 項の㏥ 学は、ḟのྛ ྕ のいずれかに該当する学生に対して行࠺ 。 

 �㸯� ᛶ 行୙Ⰻ でᨵ ၿ のぢ ㎸ ࡳ がないとㄆ められる者 

 �２� ṇ 当な⌮⏤ がなく、ฟ ᖍ がᖖ でない者 

 �３� その他、学ෆ の⛛ ᗎ を஘ し、本学の体㠃 をയ け、学生としての本ศにⴭࡘ しく཯ し

た者 

   第 16 章  㞧  ๎  

 （学๎ のᨵ ᗫ ） 

第 60 条 この学๎ のᨵ ᗫ は、教授会の議を⤒ て⌮事会が行࠺ 。 

   㝃  ๎  

 この学๎ は、᫛ ࿴ 52 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、᫛ ࿴ 55 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、᫛ ࿴ 5� ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、᫛ ࿴ 61 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、᫛ ࿴ 62 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成ඖ ᖺ ２᭶ 10 ᪥ にᨵ ṇ し、᪋ 行する。たࡔ し、授業ᩱ及び᪋
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   ᖺ ᗘ 定ဨ

 学科 

ᖹ 成 1� ᖺ ᗘ    

入学定ဨ 総定ဨ 入学定ဨ 総定ဨ 

ಖ育学科   100 ྡ   200 ྡ   100 ྡ   200 ྡ

ⱥ ㄒ 科   200 ྡ   400 ྡ   100 ྡ   300 ྡ

  ィ    300 ྡ   600 ྡ   200 ྡ   500 ྡ

   㝃  ๎  

 㸯 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 13 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

 ２ 第３条につ 定する学生定ဨはᖹ 成 13 ᖺ ᗘ からᖹ 成 1� ᖺ ᗘ ࡲ での㛫 はḟのとおりとす 

 する。 

      ᖺ ᗘ 定ဨ

学 科 

ᖹ 成 13 ᖺ ᗘ  ᖹ 成 1� ᖺ ᗘ  

入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ

 ಖ育学科 

   幼児教育ᑓᨷ 

   ಖ育ᑓᨷ 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 250 ྡ

  �5 

  �5 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 300 ྡ

 150 

 150 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 300 ྡ

 150 

 150 

 ⱥ ㄒ 科  150 ྡ  350 ྡ  150 ྡ  300 ྡ  100 ྡ  250 ྡ

    ィ   300 ྡ  600 ྡ  300 ྡ  600 ྡ  250 ྡ  550 ྡ

    㝃  ๎   

㸯 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。    

２ 第３条につ 定する学生定ဨはᖹ 成 14 ᖺ ᗘ からᖹ 成 1� ᖺ ᗘ ࡲ での㛫 はḟのとおりとす 

 る。 

     ᖺ ᗘ 定ဨ

学 科 

ᖹ 成 1� ᖺ ᗘ                      

入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ

 ಖ育学科 

   幼児教育ᑓᨷ 

   ಖ育ᑓᨷ 

 150 ྡ

  �5 

   �5 

 300 ྡ  

 150 

 150 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 300 ྡ  

 150 

 150 

 ⌧ ௦ 㺘 㺮 㺋 㺤 㺗 㺎 㺚 㺌 㺻 学

科 

 150 ྡ  300 ྡ   100 ྡ  250 ྡ  

      ィ   300 ྡ  600 ྡ   250 ྡ  550 ྡ  

３ 第３条につ 定する本学において設置する学科に関㐃 し、ྠ 条にグ ㍕ のないⱥ ㄒ 科にࡘ

いては、ᅾ 学生が༞ 業するࡲ での㛫 Ꮡ ⥆ するものとする。  

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 13 ᖺ 㸷᭶ 1� ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ ３᭶ 㸳᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ 㸵᭶ 26 ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成 14 ᖺ 㸷᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             

設⥔ ᣢ ㈝にࡘいては、ᖹ 成ඖ ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行し、入学㔠にࡘいては、ᖹ 成ඖ ᖺ ᗘ （ᖹ

成ඖ ᖺ 㸲᭶ ）入学者から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成ඖ ᖺ 10 ᭶ 24 ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成２ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成２ᖺ 㸯᭶ 24 ᪥ にᨵ ṇ し、᪋ 行する。たࡔ し、第㸶条につ 定

する別⾲ 第２の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成２ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成２ᖺ 11 ᭶ 22 ᪥ にᨵ ṇ し、᪋ 行する。たࡔ し、入学ᩱ、授

業ᩱ及び教育᣺ ⯆ ㈝にࡘいては、ᖹ 成３ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行し、入学ᩱにࡘいては、ᖹ 成

３ᖺ ᗘ （ᖹ 成３ᖺ 㸲᭶ ）入学者から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

㸯 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成３ᖺ 10 ᭶ 14 ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成㸲ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行す

る。 

２ 第２条につ 定する学生定ဨは、ᖹ 成 12 ᖺ ᗘ ࡲ での㛫 はḟのとおりとする。 

    ᖺ ᗘ 定ဨ

学科 

ᖹ 成㸲ᖺ ᗘ  ᖹ 成 12 ᖺ ᗘ  

入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ

ಖ 育 学 科  100 ྡ  200 ྡ  100 ྡ  200 ྡ  100 ྡ  200 ྡ

ⱥ ㄒ 科  200 ྡ  300 ྡ  200 ྡ  400 ྡ  100 ྡ  300 ྡ

ィ   300 ྡ  500 ྡ  300 ྡ  600 ྡ  200 ྡ  500 ྡ

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成３ᖺ 11 ᭶ 1� ᪥ にᨵ ṇ し、᪋ 行する。たࡔ し、別⾲ 第㸯୰

ᚋ 期⣡入期᪥ にࡘいては、ᖹ 成３ᖺ 㸷᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝し、授業ᩱにࡘいては、ᖹ 成㸲ᖺ 㸲

᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成㸴ᖺ ２᭶ ２᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成㸴ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成㸵ᖺ ２᭶ 22 ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成㸵ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成㸷ᖺ ３᭶ 11 ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成㸷ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 11 ᖺ ３᭶ 2� ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成 11 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から㐺 ⏝する。 

   㝃  ๎  

㸯 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 12 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

２ 第３条につ 定する学生定ဨは、ᖹ 成 12 ᖺ ᗘ からᖹ 成 1� ᖺ ᗘ ࡲ での㛫 は、ḟのとおり

とする。 
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１ この学則の一部改正は、平成 15 年４月１日から施行する。 

２ 第３条に規定する学生定員は平成 15 年度は次のとおりとする。 

       年度 定員

 学科 

平成 15 年度 

入学定員 総 定 員

 保育学科 

   幼児教育専攻 

   保育専攻 

 200 名

  75 

 125 

 350 名

 150 

 200 

 現代ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科  100 名  250 名

計  300 名  600 名

３ 学科の廃止等により、再履修する者が履修すべき科目が廃止されたときは、教授会の

議を経て、他の学科または学年において開講されている科目を履修することをもって、

単位を認定することができる。  

   附 則                            

 この学則の一部改正は、平成 15 年３月 27 日に改正し、平成 15 年４月１日から施行する。 

   附 則                            

 この学則の一部改正は、平成 16 年３月 16 日に改正し、平成 16 年４月１日から施行する。 

   附 則                            

 この学則の一部改正は、平成 17 年３月８日に改正し、平成 17 年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成 17 年９月 28 日に改正し、平成 18 年４月１日から施行する。ただし、

改正後の学則９条及び第20条の規定は、平成18年３月31日に在学する学生については、

なお、従前の例による。 

   附 則 

１ この学則は、平成 18 年１月 19 日に改正し、平成 18 年４月１日から施行する。ただし、

第 22 条の２ 

 の改正規定は、平成 18 年３月１日から施行し、平成 17 年 10 月１日から適用する。 

２ 改正後の学則第９条、第 18 条及び第 20 条の規定は、平成 18 年３月 31 日に在学する

学生については、なお、従前の例による。 

   附 則 

 この学則は、平成 18 年 12 月６日に改正し、平成 19 年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成 19 年９月 26 日に改正し、平成 20 年４月１日から施行する。ただし、

改正後の学則第９条及び第 21 条の規定は、平成 20 年３月 31 日に在学する学生について

は、なお、従前の例による。 

   附 則 

１ この学則は、平成 20 年月１月 23 日に施行し、平成 20 年４月１日から適用する。 

２ 改正後の第 10 条の規定及び別表第２から第４は、平成 20 年 3 月 31 日に在学する学生

については、なお従前の例による。 

   附 則 

   ᖺ ᗘ 定ဨ

 学科 

ᖹ 成 1� ᖺ ᗘ    

入学定ဨ 総定ဨ 入学定ဨ 総定ဨ 

ಖ育学科   100 ྡ   200 ྡ   100 ྡ   200 ྡ

ⱥ ㄒ 科   200 ྡ   400 ྡ   100 ྡ   300 ྡ

  ィ    300 ྡ   600 ྡ   200 ྡ   500 ྡ

   㝃  ๎  

 㸯 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 13 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

 ２ 第３条につ 定する学生定ဨはᖹ 成 13 ᖺ ᗘ からᖹ 成 1� ᖺ ᗘ ࡲ での㛫 はḟのとおりとす 

 する。 

      ᖺ ᗘ 定ဨ

学 科 

ᖹ 成 13 ᖺ ᗘ  ᖹ 成 1� ᖺ ᗘ  

入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ

 ಖ育学科 

   幼児教育ᑓᨷ 

   ಖ育ᑓᨷ 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 250 ྡ

  �5 

  �5 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 300 ྡ

 150 

 150 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 300 ྡ

 150 

 150 

 ⱥ ㄒ 科  150 ྡ  350 ྡ  150 ྡ  300 ྡ  100 ྡ  250 ྡ

    ィ   300 ྡ  600 ྡ  300 ྡ  600 ྡ  250 ྡ  550 ྡ

    㝃  ๎   

㸯 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。    

２ 第３条につ 定する学生定ဨはᖹ 成 14 ᖺ ᗘ からᖹ 成 1� ᖺ ᗘ ࡲ での㛫 はḟのとおりとす 

 る。 

     ᖺ ᗘ 定ဨ

学 科 

ᖹ 成 1� ᖺ ᗘ                      

入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ

 ಖ育学科 

   幼児教育ᑓᨷ 

   ಖ育ᑓᨷ 

 150 ྡ

  �5 

   �5 

 300 ྡ  

 150 

 150 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 300 ྡ  

 150 

 150 

 ⌧ ௦ 㺘 㺮 㺋 㺤 㺗 㺎 㺚 㺌 㺻 学

科 

 150 ྡ  300 ྡ   100 ྡ  250 ྡ  

      ィ   300 ྡ  600 ྡ   250 ྡ  550 ྡ  

３ 第３条につ 定する本学において設置する学科に関㐃 し、ྠ 条にグ ㍕ のないⱥ ㄒ 科にࡘ

いては、ᅾ 学生が༞ 業するࡲ での㛫 Ꮡ ⥆ するものとする。  

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 13 ᖺ 㸷᭶ 1� ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ ３᭶ 㸳᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ 㸵᭶ 26 ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成 14 ᖺ 㸷᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             
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   ᖺ ᗘ 定ဨ

 学科 

ᖹ 成 1� ᖺ ᗘ    

入学定ဨ 総定ဨ 入学定ဨ 総定ဨ 

ಖ育学科   100 ྡ   200 ྡ   100 ྡ   200 ྡ

ⱥ ㄒ 科   200 ྡ   400 ྡ   100 ྡ   300 ྡ

  ィ    300 ྡ   600 ྡ   200 ྡ   500 ྡ

   㝃  ๎  

 㸯 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 13 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

 ２ 第３条につ 定する学生定ဨはᖹ 成 13 ᖺ ᗘ からᖹ 成 1� ᖺ ᗘ ࡲ での㛫 はḟのとおりとす 

 する。 

      ᖺ ᗘ 定ဨ

学 科 

ᖹ 成 13 ᖺ ᗘ  ᖹ 成 1� ᖺ ᗘ  

入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ

 ಖ育学科 

   幼児教育ᑓᨷ 

   ಖ育ᑓᨷ 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 250 ྡ

  �5 

  �5 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 300 ྡ

 150 

 150 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 300 ྡ

 150 

 150 

 ⱥ ㄒ 科  150 ྡ  350 ྡ  150 ྡ  300 ྡ  100 ྡ  250 ྡ

    ィ   300 ྡ  600 ྡ  300 ྡ  600 ྡ  250 ྡ  550 ྡ

    㝃  ๎   

㸯 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。    

２ 第３条につ 定する学生定ဨはᖹ 成 14 ᖺ ᗘ からᖹ 成 1� ᖺ ᗘ ࡲ での㛫 はḟのとおりとす 

 る。 

     ᖺ ᗘ 定ဨ

学 科 

ᖹ 成 1� ᖺ ᗘ                      

入学定ဨ 総 定 ဨ 入学定ဨ 総 定 ဨ

 ಖ育学科 

   幼児教育ᑓᨷ 

   ಖ育ᑓᨷ 

 150 ྡ

  �5 

   �5 

 300 ྡ  

 150 

 150 

 150 ྡ

  �5 

  �5 

 300 ྡ  

 150 

 150 

 ⌧ ௦ 㺘 㺮 㺋 㺤 㺗 㺎 㺚 㺌 㺻 学

科 

 150 ྡ  300 ྡ   100 ྡ  250 ྡ  

      ィ   300 ྡ  600 ྡ   250 ྡ  550 ྡ  

３ 第３条につ 定する本学において設置する学科に関㐃 し、ྠ 条にグ ㍕ のないⱥ ㄒ 科にࡘ

いては、ᅾ 学生が༞ 業するࡲ での㛫 Ꮡ ⥆ するものとする。  

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 13 ᖺ 㸷᭶ 1� ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ ３᭶ 㸳᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成 14 ᖺ 㸲᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             

 この学๎ の୍㒊 ᨵ ṇ は、ᖹ 成 14 ᖺ 㸵᭶ 26 ᪥ にᨵ ṇ し、ᖹ 成 14 ᖺ 㸷᭶ 㸯᪥ から᪋ 行する。 

   㝃  ๎                             １ この学則は、平成 20 年㸳月 28 日に施行し、平成 21 年４月１日から適用する。 

２ 第４条に規定する学生定員について、平成 21 年度は次のとおりとする。 

       年度 定員

 学科 

平成 21 年度  

入学定員 総 定 員

 保育学科 

   幼児教育専攻 

   保育専攻 

 200 名  � 00 名

 200 

  75 

 125 

 現代ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科  100 名  200 名

計  300 名  600 名

３ 保育学科幼児教育専攻୪ びに保育専攻は、第４条の規定にかかࢃ らࡎ 、平成 21 年 3

月 31 日にᙜ ヱ 専攻に在学する者がᙜ ヱ 専攻に在学しなࡃ なるまでの㛫 、Ꮡ ⥆ するものと

する。 

４ 改正後の第 10 条୪ びに第 22 条の規定は、平成 21 年 3 月 31 日に在学する学生につい

ては、なお従前の例による。 

   附 則 

１ この学則は、平成 21 年６月 25 日に施行し、平成 22 年４月１日から適用する。 

２  改正後の第 10 条୪ びに第 22 条の規定は、平成 22 年 3 月 31 日に在学する学生につい

ては、なお従前の例による。 

   附 則 

 １ この学則は、平成 22 年 10 月 20 日に施行し、平成 23 年４月１日から適用する。 

 ２  改正後の第 10 条୪ びに第 22 条の規定は、平成 23 年 3 月 31 日に在学する学生につい

ては、なお従前の例による。 

   附 則 

１  この学則は、平成 23 年㸵月 29 日に施行し、平成 2� 年４月１日から適用する。 

２ 改正後の第 10 条の規定は、平成 2� 年３月 31 日に在学する学生については、なお従前

の例による。 

   附 則 

１  この学則は、平成 2� 年㸵月 30 日に施行し、平成 25 年４月１日から適用する。 

２ 改正後の第 10 条の規定は、平成 25 年３月 31 日に在学する学生については、なお従前

の例による。 

   附 則 

１  この学則は、平成 2� 年 11 月 28 日に施行し、平成 25 年４月１日から適用する。 

２ 改正後の第 10 条の規定は、平成 25 年３月 31 日に在学する学生については、なお従前

の例による。ただしᇶ ♏ 科目については、平成 25 年３月 31 日に在学する学生にᑐ して

も適用する。 

   附 則 

１  この学則は、平成 26 年 � 月 1 日から施行する。 

２ 改正後の第 10 条の規定は、平成 26 年 3 月 31 日に在学する学生にᑐ しては従前の例に

１ この学則の一部改正は、平成 15 年４月１日から施行する。 

２ 第３条に規定する学生定員は平成 15 年度は次のとおりとする。 

       年度 定員

 学科 

平成 15 年度 

入学定員 総 定 員

 保育学科 

   幼児教育専攻 

   保育専攻 

 200 名

  75 

 125 

 350 名

 150 

 200 

 現代ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科  100 名  250 名

計  300 名  600 名

３ 学科の廃止等により、再履修する者が履修すべき科目が廃止されたときは、教授会の

議を経て、他の学科または学年において開講されている科目を履修することをもって、

単位を認定することができる。  

   附 則                            

 この学則の一部改正は、平成 15 年３月 27 日に改正し、平成 15 年４月１日から施行する。 

   附 則                            

 この学則の一部改正は、平成 16 年３月 16 日に改正し、平成 16 年４月１日から施行する。 

   附 則                            

 この学則の一部改正は、平成 17 年３月８日に改正し、平成 17 年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成 17 年９月 28 日に改正し、平成 18 年４月１日から施行する。ただし、

改正後の学則９条及び第20条の規定は、平成18年３月31日に在学する学生については、

なお、従前の例による。 

   附 則 

１ この学則は、平成 18 年１月 19 日に改正し、平成 18 年４月１日から施行する。ただし、

第 22 条の２ 

 の改正規定は、平成 18 年３月１日から施行し、平成 17 年 10 月１日から適用する。 

２ 改正後の学則第９条、第 18 条及び第 20 条の規定は、平成 18 年３月 31 日に在学する

学生については、なお、従前の例による。 

   附 則 

 この学則は、平成 18 年 12 月６日に改正し、平成 19 年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、平成 19 年９月 26 日に改正し、平成 20 年４月１日から施行する。ただし、

改正後の学則第９条及び第 21 条の規定は、平成 20 年３月 31 日に在学する学生について

は、なお、従前の例による。 

   附 則 

１ この学則は、平成 20 年月１月 23 日に施行し、平成 20 年４月１日から適用する。 

２ 改正後の第 10 条の規定及び別表第２から第４は、平成 20 年 3 月 31 日に在学する学生

については、なお従前の例による。 

   附 則 
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１ この学則は、平成 20 年㸳月 28 日に施行し、平成 21 年４月１日から適用する。 

２ 第４条に規定する学生定員について、平成 21 年度は次のとおりとする。 

       年度 定員

 学科 

平成 21 年度  

入学定員 総 定 員

 保育学科 

   幼児教育専攻 

   保育専攻 

 200 名  � 00 名

 200 

  75 

 125 

 現代ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科  100 名  200 名

計  300 名  600 名

３ 保育学科幼児教育専攻୪ びに保育専攻は、第４条の規定にかかࢃ らࡎ 、平成 21 年 3

月 31 日にᙜ ヱ 専攻に在学する者がᙜ ヱ 専攻に在学しなࡃ なるまでの㛫 、Ꮡ ⥆ するものと

する。 

４ 改正後の第 10 条୪ びに第 22 条の規定は、平成 21 年 3 月 31 日に在学する学生につい

ては、なお従前の例による。 

   附 則 

１ この学則は、平成 21 年６月 25 日に施行し、平成 22 年４月１日から適用する。 

２  改正後の第 10 条୪ びに第 22 条の規定は、平成 22 年 3 月 31 日に在学する学生につい

ては、なお従前の例による。 

   附 則 

 １ この学則は、平成 22 年 10 月 20 日に施行し、平成 23 年４月１日から適用する。 

 ２  改正後の第 10 条୪ びに第 22 条の規定は、平成 23 年 3 月 31 日に在学する学生につい

ては、なお従前の例による。 

   附 則 

１  この学則は、平成 23 年㸵月 29 日に施行し、平成 2� 年４月１日から適用する。 

２ 改正後の第 10 条の規定は、平成 2� 年３月 31 日に在学する学生については、なお従前

の例による。 

   附 則 

１  この学則は、平成 2� 年㸵月 30 日に施行し、平成 25 年４月１日から適用する。 

２ 改正後の第 10 条の規定は、平成 25 年３月 31 日に在学する学生については、なお従前

の例による。 

   附 則 

１  この学則は、平成 2� 年 11 月 28 日に施行し、平成 25 年４月１日から適用する。 

２ 改正後の第 10 条の規定は、平成 25 年３月 31 日に在学する学生については、なお従前

の例による。ただしᇶ ♏ 科目については、平成 25 年３月 31 日に在学する学生にᑐ して

も適用する。 

   附 則 

１  この学則は、平成 26 年 � 月 1 日から施行する。 

２ 改正後の第 10 条の規定は、平成 26 年 3 月 31 日に在学する学生にᑐ しては従前の例に

よる。 

   附 則 

１ この学則は、平成 27 年 � 月 1 日から施行する。 

２ 平成 27 年度から平成 28 年度において཰ ᐜ 定員は、第４条の規定にかかࢃ らࡎ 次のと

お 

 りとする。 

       年度 定員

学科 

平成 27 年度 平成 28 年度 

入学定員 ཰ ᐜ 定員 入学定員 ཰ ᐜ 定員

 保育学科  2� 0 名  � � 0 名   2� 0 名   � 80 名 

 現代ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科  100 名  200 名   100 名   200 名 

計  3� 0 名  6� 0 名   3� 0 名   680 名 

   附 則 

１  この学則は、平成 29 年 � 月 1 日から施行する。 

２ 改正後の第 10 条の規定は、平成 29 年 3 月 31 日に在学する学生にᑐ しては従前の例に

よる。 

   附 則 

１  この学則は、平成 年 月 日に改正し、平成 30 年４月１日から施行する。 

２ 改正後の別表第１の規定は、平成 30 年度の入学者から適用し、平成 29 年度௨ 前の入

学者については、なお従前の例による。 

      附 則 

１ この学則は、平成 30 年９月 11 日� ⌮ ஦ 会Ỵ 定� に改正し、平成 31 年４月１日から施行

する。 

２ 改正後の学則の規定は、平成 31 年度の入学者から適用し、平成 30 年度௨ 前の入学者

については、なお従前の例による。 

則ࠉ附ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

⌮஦఍Ỵ定�に改正し、令和３年４月１日から施行す�この学則は、令和㸰年㸷月４日ࠉ�１ࠉࠉ

る。

第㸰の規定は、令和３年ᗘのධ学⪅から適用し、令和㸰年ᗘ௨ࡧ改正ᚋの別⾲第１ཬࠉ�㸰ࠉࠉ

๓のධ学⪅に࠸ࡘては、࠾࡞ᚑ๓の౛にࡼる。

則ࠉ附ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

この学則は、令和３年㸷月��日（⌮஦఍Ỵ定）に改正し、令和４年４月１日から施行ࠉ�１ࠉࠉ

する。

改正ᚋの別⾲第㸰の規定は、令和４年ᗘのධ学⪅から適用し、令和３年ᗘ௨๓のධ学ࠉ�㸰ࠉࠉ

⪅に࠸ࡘては、࠾࡞ᚑ๓の౛にࡼる。
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則ࠉ附ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

⌮஦఍Ỵ定�に改正し、令和４年４月１日から施行す�この学則は、令和３年��月３日ࠉ�１ࠉࠉ

る。

改正ᚋの別⾲第㸰の規定は、令和４年ᗘのධ学⪅から適用し、令和３年ᗘ௨๓のධ学ࠉ�㸰ࠉࠉ

⪅に࠸ࡘては、࠾࡞ᚑ๓の౛にࡼる。

則ࠉ附ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ

この学則は、令和４年３月��日（⌮஦఍Ỵ定）に改正し、令和４年４月１日から施行ࠉ�１ࠉࠉ

する。

。す࡞ࡳ学㈝を㈇ᢸする⪅ࠖとࠕ、てはࡗ࠶にᅾ学する学生の保ドேに⌧ࠉ�㸰ࠉࠉ
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別表第１（第11条関係）

設開業授設開業授

択選修必位単態形択選修必位単態形

法学（日本国憲法を含む） 講義 2 2 Ꮚࡶ࡝と⾲⌧Ϩ ₇⩦ 1 1

ホスピタリティ論 講義 2 2 Ꮚࡶ࡝と⾲⌧ϩ ₇⩦ 1 1

22義講学理心 Ꮚࡶ࡝と⾲⌧Ϫ ₇⩦ 1 1

22義講学理倫 Ꮚࡶ࡝と⾲⌧ϫ ₇⩦ 1 1

現代の教育 講義 2 2 保育ෆᐜࠕ೺ᗣࠖのᣦᑟἲ ₇⩦ 2 2

国際文化論（異文化理解） 講義 2 2 保育ෆᐜࠕே㛫関係ࠖのᣦᑟἲ ₇⩦ 2 2

地域文化論 講義 2 2 保育ෆᐜࠕ⎔ቃࠖのᣦᑟἲ ₇⩦ 2 2

情報メディア論 講義 2 2 保育ෆᐜࠕゝⴥࠖのᣦᑟἲ ₇⩦ 2 2

自然と生活 講義 2 2 保育ෆᐜࠕ⾲⌧ࠖのᣦᑟἲa ₇⩦ 2 2

現代社会のしくみと生活 講義 2 2 保育ෆᐜࠕ⾲⌧ࠖのᣦᑟἲb ₇⩦ 2 2

情報基礎 演習 2 2 ⾲⌧㡿ᇦ₇⩦Ϩ ₇⩦ 2 2

22習演学計統 ⾲⌧㡿ᇦ₇⩦ϩ ₇⩦ 2 2

体育講義 講義 2 2 ⾲⌧㡿ᇦ₇⩦Ϫ ₇⩦ 2 2

体育実技 実技 1 1 ⾲⌧㡿ᇦ₇⩦ϫ ₇⩦ 2 2

11習演Ⅰ語英 ⾲⌧ᢏ⾡ ₇⩦ 1 1

11習演Ⅱ語英 ᅗ⏬ᢏ⾡ ₇⩦ 1 1

コリア語Ⅰ 演習 1 1 22⩦₇学本⤮

コリア語Ⅱ 演習 1 1 保育の₇ࣀ࢔ࣆ⩦Ϩ ₇⩦ 1 1

中国語Ⅰ 演習 1 1 保育の₇ࣀ࢔ࣆ⩦ϩ ₇⩦ 1 1

中国語Ⅱ 演習 1 1 保育の₇ࣀ࢔ࣆ⩦Ϫ ₇⩦ 1 1

（基礎科目合計） 33 33 ೺ᗣ⛉学ᇶ♏ ㅮ⩏ 2 2

キャリアデザインⅠ 演習 1 1 Ⓨ育Ⓨ㐩ㄽ�ࢪュニ࣏ࢫ࢔ーࢶᴫㄽ� ㅮ⩏ 2 2

キャリアデザインⅡ 演習 1 1 �ᑠඣ保೺㺃学ᰯᏳ඲�ㅮ≉ࢶー࣏ࢫ࢔ュニࢪ ㅮ⩏ 2 2

キャリアデザインⅢ 演習 1 1 ⩦₇ࢶー࣏ࢫ࢔ュニࢪ ₇⩦ 1 1

社会人のマナー演習 演習 1 1 ᗂඣᩍ育᪉ἲ ㅮ⩏ 2 2

国語表現法Ⅰ 演習 1 1 ஙඣ保育Ϩ ㅮ⩏ 2 2

国語表現法Ⅱ 演習 1 1 ஙඣ保育ϩ ₇⩦ 1 1

保育者のための情報技術 演習 1 1 Ꮚࡶ࡝の೺ᗣとᏳ඲ ₇⩦ 1 1

保育原理 講義 2 2 ≉別ᨭ᥼ᩍ育（ᗂ） ㅮ⩏ 2 2

教育原理（幼） 講義 2 2 㞀ᐖඣ保育 ₇⩦ 2 2

子ども家庭福祉 講義 2 2 ♫఍ⓗ㣴ㆤϩ ₇⩦ 1 1

社会福祉 講義 2 2

子ども家庭支援論 講義 2 2

ᗂඣ⌮ゎとᩍ育┦ㄯ ₇⩦ 2 2

社会的養護Ⅰ 講義 2 2

ඣ❺㤋㺃ᨺ課ᚋඣ❺ࣈࣛࢡのᶵ⬟と㐠Ⴀ ㅮ⩏ 2 2

教職論（幼） 講義 2 2

ඣ❺㤋㺃ᨺ課ᚋඣ❺ࣈࣛࢡのάືෆᐜとᣦᑟἲϨ ㅮ⩏ 2 2

保育と発達の心理学Ⅰ 講義 2 2

⑓ඣᨭ᥼ㄽ ㅮ⩏ 2 2

保育と発達の心理学Ⅱ(子どもの理解と援助) 演習 1 1

子ども家庭支援の心理学 講義 2 2

子どもの保健 講義 2 2

子どもの食と栄養 演習 2 2

ᩍ育課程ㄽ ㅮ⩏ 2 2

保育ෆᐜ⥲ㄽ ₇⩦ 2 2

保育実習Ⅱ（保育所） 実習 2 2

Ꮚࡶ࡝と೺ᗣ ₇⩦ 2 2

保育実習指導Ⅲ（施設） 演習 1 1

Ꮚࡶ࡝とே㛫関係 ₇⩦ 2 2

保育実習Ⅲ（施設） 実習 2 2

Ꮚࡶ࡝と⎔ቃ ₇⩦ 2 2

幼稚園教育実習指導 実習 1 1

Ꮚࡶ࡝とゝⴥ ₇⩦ 2 2

幼稚園教育実習 実習 4 4

専門ゼミⅠ 演習 1 1

【卒業の要件】 専門ゼミⅡ 演習 1 1

　１．基礎科目から10単位以上修得すること。 保育・教職実践演習（幼） 演習 2 2

　２．基礎科目および専門教育科目から合計70単位以上 （専門教育科目合計） 120 8 112

　　　修得すること。 在宅保育論 講義 2 2

　３．自由科目は、卒業単位として認定しない。 （自由科目合計） 2 0 2

155 8 147
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保育学科教育課程表

区分 授業科目
単位数

区分 授業科目
単位数

保育実習指導Ⅰ（保育所） 演習 1 1

保育実習Ⅰ（保育所） 実習 2 2

保育実習指導Ⅰ（施設） 演習 1 1

保育実習Ⅰ（施設） 実習 2 2

保育実習指導Ⅱ（保育所） 演習 1 1
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別表第２（第11条関係）

ᢥ㑅修ᚲᢥ㑅修ᚲ

ἲ学（日本ᅜ᠇ἲをྵࡴ） ㅮ⩏ 2 2 ᚰ⌮学◊✲ἲ ㅮ⩏ 2 2

ㄽ࢕ࢸࣜࢱࣆࢫ࣍ ㅮ⩏ 2 2 ᚰ⌮学ᇶ♏ᐇ㦂Ϩ ᐇ㦂 1 1

ᚰ⌮学 ㅮ⩏ 2 2 ᚰ⌮学ᇶ♏ᐇ㦂ϩ ᐇ㦂 1 1

೔⌮学 ㅮ⩏ 2 2 ⮫ᗋᚰ⌮学 ㅮ⩏ 2 2

⌧௦のᩍ育 ㅮ⩏ 2 2 ࢝࢘ンࣜࢭンࢢ ㅮ⩏ 2 2

ᅜ㝿ᩥ໬ㄽ（␗ᩥ໬⌮ゎ） ㅮ⩏ 2 2 Ⓨ㐩ᚰ⌮学 ㅮ⩏ 2 2

ᆅᇦᩥ໬ㄽ ㅮ⩏ 2 2 ⱝ⪅のᚰ⌮ ㅮ⩏ 2 2

᝟ሗ࣓࢔࢕ࢹㄽ ㅮ⩏ 2 2 ᾘ㈝⪅ᚰ⌮学 ㅮ⩏ 2 2

⮬↛と生ά ㅮ⩏ 2 2 ᜊឡのᚰ⌮ ㅮ⩏ 2 2

⌧௦♫఍のしࡳࡃと生ά ㅮ⩏ 2 2 ⫋ሙの࣓ンࢫࣝ࣊ࣝࢱ ㅮ⩏ 2 2

情報基礎 演習 2 2 ࢝࢘ンࣜࢭン₇ࢢ⩦ ₇⩦

統計学 演習 2 2 ᚰ⌮₇ࢺࢫࢸ⩦ ₇⩦ 1 1

1 1

య育ㅮ⩏ ㅮ⩏ 2 2 ⟽ᗞ⒪ἲ ₇⩦ 1 1

య育ᐇᢏ ᐇᢏ 1 1 英ᩥἲࢪࢵࣞ࢝ ₇⩦ 1 1

英ㄒϨ ₇⩦ 1 1 English Communication ₇⩦ 1 1

英ㄒϩ ₇⩦ 1 1 ୡ⏺のẸ᪘とᩥ໬ ㅮ⩏ 2 2

コࣜ࢔ㄒϨ ₇⩦ 1 1 ୡ⏺のゝㄒとᩥ໬ ㅮ⩏ 2 2

コࣜ࢔ㄒϩ ₇⩦ 1 1 ⌧௦ᾏእ஦᝟ ㅮ⩏ 2 2

୰ᅜㄒϨ ₇⩦ 1 1 英ㄒ学 ㅮ⩏ 2 2

୰ᅜㄒϩ ₇⩦ 1 1 英ㄒᩥ学 ㅮ⩏ 2 2

（ᇶ♏⛉┠ྜィ） 33 2 31 Writing Skills ₇⩦ 1 1

コミュニケーションㄽϨ ㅮ⩏ 2 2 Listening Skills ₇⩦ 1 1

コミュニケーションㄽϩ ㅮ⩏ 2 2 Reading Skills ₇⩦ 1 1

コミュニケーション₇⩦ ₇⩦ 1 1 Speaking Skills ₇⩦ 1 1

ㄽ⌮ⓗ⾲⌧ἲ ㅮ⩏ 2 2 Integrated English Skills ₇⩦ 1 1

ே㛫関係ㄽ ㅮ⩏ 2 2 Practical English ₇⩦ 1 1

English Conversation ₇⩦ 1 1 ᾏእ◊修 ₇⩦ 1 1

ᐇົࢫࣅーࢧ ₇⩦ 2 2 ほගᴫㄽ ㅮ⩏ 2 2

᝟ሗと♫఍ ㅮ⩏ 2 2 ほග஦業ㄽ ㅮ⩏ 2 2

ーࢼ࣐ࢫࢿࢪࣅ ₇⩦ 2 2 ᴫㄽࣝࢲ࢖ࣛࣈ ㅮ⩏ 2 2

生ᾭ࣏ࢫーࢶ ₇⩦ 1 1 ᅜෆ᪑行ᐇົ ₇⩦ 1 1

Ϩࢢンニンࣛࣉ࢔ࣜࣕ࢟ ₇⩦ 1 1 ᾏእ᪑行ᐇົ ₇⩦ 1 1

ϩࢢンニンࣛࣉ࢔ࣜࣕ࢟ ₇⩦ 1 1 ほග関㐃ἲ規 ₇⩦ 1 1

Ϫࢢンニンࣛࣉ࢔ࣜࣕ࢟ ₇⩦ 1 1 ᅜෆほගᆅ⌮ ₇⩦ 1 1

ϫࢢンニンࣛࣉ࢔ࣜࣕ࢟ ₇⩦ 1 1 ᾏእほගᆅ⌮ ₇⩦ 1 1

ᇶ♏◊✲ ₇⩦ 1 1 ᴫㄽࣝࢸ࣍ ㅮ⩏ 2 2

卒業◊✲Ϩ ₇⩦ 1 1 ㄽࢺン࣋࢖ࢡーࣃー࣐ࢸ ㅮ⩏ 2 2

卒業◊✲ϩ ₇⩦ 1 1 し英఍ヰ࡞てࡶ࠾ ₇⩦ 1 1

ᑓ
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ᒎ

㛤

⛉

┠

⌧௦コミュニケーション学⛉�ᩍ育課程⾲

༊ศ 授業⛉┠
授業
ᙧែ

㛤タ
༢位

༢位ᩘ
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ᢥ㑅修ᚲᢥ㑅修ᚲ

ㄽࢫࢿࢪࣅ✵⯟ ㅮ⩏ 2 2 e࣏ࢫーࢶᐇᢏϨ ₇⩦ 1 1

ࢺーࢿ࢕ࢹコーࣝࢲ࢖ࣛࣈ ₇⩦ 1 1 e࣏ࢫーࢶᐇᢏϩ ₇⩦ 1 1

ࣉࢵーンシࢱン࢖ ᐇ⩦ 1 1 ♏ᇶࢢミンࣛࢢࣟࣉ ㅮ⩏ 2 2

་⒪஦ົᴫㄽ ㅮ⩏ 2 2 Ϩ⩦₇ࢢミンࣛࢢࣟࣉ ₇⩦ 1 1

1 1

་学୍⯡ ㅮ⩏ 2 2 ϩ⩦₇ࢢミンࣛࢢࣟࣉ ₇⩦ 1 1

་⒪஦ົϨ ₇⩦ 1 1 ࢢミンࣛࢢࣟࣉࣈ࢙࢘ ㅮ⩏ 2 2

་⒪஦ົϩ ₇⩦ 1 1 ࢢミンࣛࢢࣟࣉー࣒ࢤ ₇⩦

་ᖌ஦ົ⿵ຓϨ ₇⩦ 1 1 Academic Writing ₇⩦ 2 2

་ᖌ஦ົ⿵ຓϩ ₇⩦ 1 1 Current English ₇⩦ 2 2

་⸆ရとࡑのస用 ₇⩦ 1 1 English Presentation ₇⩦ 2 2

⸆஦関㐃ἲ規 ₇⩦ 1 1 Intensive Reading ₇⩦ 2 2

᝟ሗฎ⌮₇⩦ ₇⩦ 1 1 American Culture ₇⩦ 2 2

㹇㹒ࢫࢿࢪࣅㄽ ㅮ⩏ 2 2 Idiom and Vocabulary ₇⩦ 1 1

⩦ーション₇ࢸンࢮࣞࣉ ₇⩦ 2 2 （ᑓ㛛ᩍ育⛉┠ྜィ） 160 11 149

（㺪㺅㺍㺚㺌㺻ᩥ໬）࢕ࢸューࣅションࢵ࢓ࣇ ㅮ⩏ 2 2 ᩍ⫋ㄽ（୰） ㅮ⩏ 2 2

೺ᗣ࢚ࢬ࢖ࢧࢧࢡ ₇⩦ 1 1 ᩍ育ཎ⌮（୰） ㅮ⩏ 2 2

ᰤ㣴学ᇶ♏ ㅮ⩏ 2 2 英ㄒ⛉ᩍ育ἲ ₇⩦ 2 2

໬⢝とࢵ࢓ࣇションのᚰ⌮ ㅮ⩏ 2 2 㐨ᚨᩍ育のᣦᑟἲ ㅮ⩏ 2 2

♏ᇶࣉࢵ࢔ࢡ࢖࣓ ㅮ⩏ 2 2 ⥲ྜⓗ࡞学⩦の᫬㛫のᣦᑟἲ ㅮ⩏ 2 2

⩦₇ࣉࢵ࢔ࢡ࢖࣓ ₇⩦ 1 1 ≉別άືㄽ ㅮ⩏ 2 2

ࢺー࢔ࣝ࢖ࢿ ₇⩦ 1 1 ≉別ᨭ᥼ᩍ育（୰） ㅮ⩏ 2 2

Ϩࢺン࣓ࢪンࣞ࢔ー࣡ࣛࣇ ₇⩦ 1 1
ᩍ育᪉ἲㄽ(᝟ሗ㏻ಙᢏ⾡をά用し
たᩍ育の⌮ㄽཬࡧ᪉ἲをྵࡴ)(୰)

₇⩦ 2 2

ϩࢺン࣓ࢪンࣞ࢔ー࣡ࣛࣇ ₇⩦ 1 1 生ᚐᣦᑟㄽ（㐍㊰ᣦᑟをྵࡴ） ㅮ⩏ 2 2

ーࣆࣛࢭ࣐ࣟ࢔ ₇⩦ 1 1 ᩍ育┦ㄯ ₇⩦ 2 2

࢝ࣛーコーࢿ࢕ࢹーࢺᇶ♏ ₇⩦ 1 1 ୰学ᰯᩍ育ᐇ⩦ᣦᑟ ᐇ⩦ 1 1

࢝ࣛーコーࢿ࢕ࢹーࢺᛂ用 ₇⩦ 1 1 ୰学ᰯᩍ育ᐇ⩦ ᐇ⩦ 4 4

೺ᗣ⛉学ᇶ♏ ㅮ⩏ 2 2 ᩍ⫋ᐇ㊶₇⩦（୰） ₇⩦ 2 2

་学ࢶー࣏ࢫ ㅮ⩏ 2 2 （ᩍ⫋⛉┠ྜィ） 27 0 27

Ⴀ⟶⌮学⤒ࢶー࣏ࢫ ㅮ⩏ 2 2 ほග学≉ㅮ ₇⩦ 1 1

ㄽࢢーニンࣞࢺ ㅮ⩏ 2 2 （⮬⏤⛉┠ྜィ） 1 1

コーࢳンࢢ学 ㅮ⩏ 8023112222

コン࢕ࢹショニンࢢ≉ㅮ ㅮ⩏ 2 2
【卒業の要件】

コン࢕ࢹショニン₇ࢢ⩦ ₇⩦ 1 1

ᐇᢏࢶー࣏ࢫ ₇⩦ 1 1
１．基礎科目から10単位以上修得すること。

ㅮ（ᑠඣ保೺࣭学ᰯᏳ඲）≉ࢶー࣏ࢫ࢔ュニࢪ ㅮ⩏ 2 2
２．基礎科目および専門教育科目から合計70単位以上

⩦₇ࢶー࣏ࢫ࢔ュニࢪ ₇⩦ 1 1
　　 修得すること。

⩦ᣦᑟᐇࢶー࣏ࢫ ₇⩦ 1 1
３．自由科目は、卒業単位として認定しない。

e࣏ࢫーࢶᴫㄽ ㅮ⩏ 2 2

໬ㄽᩥࢶー࣏ࢫ ㅮ⩏ 2 2

e࣏ࢫーࢶと౫Ꮡ⑕ ㅮ⩏ 2 2

e࣏ࢫー₇ࢶ⩦ ₇⩦ 1 1
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